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Shレuoka

ガールスカウト・パワーが大集結 :

あそびの広場～スカウトまつり～276名が来場して大盛況
日頃の活動を市民にアピールするイベントを、11月 25日 (日 )静岡科学館る。く・るで開催しました。
会員153名・会員外123名が来場し、充実の活動報告と楽しい体験シェアリングに笑顔が広がりました。

北陸東海地区事業in愛知
レンジヤースカウト (高校生)が体験を発表
Free Being Me ～あなたが華せだと思う時は～

1

北陸東海地区事業in愛知

シエアスカウト(中学生)が体験を発表
Free Being Me～ありのままの自分を好きになる～

全国レンジヤーキヤンプ
SPEAK OUT FOR GIRLS CAMIP

～自分は自分らしく～

全国レンジヤーキヤンプ
GIRLS CHALLENGE CAIVIP

シェアードリーダーシップ ‖挑戦する"

VOICES AGAINSTV10LENCE(VAV)研修会
みんなでつくる差別と暴力のない世界プログラム

パープルリボン
#女性に対する暴力をなくす運動
みんなの想いが大きなリボンになりました

新企画!ミ ニ写真パネル登場

参加の記念にハイ!ポーズ

「そなえよつねに」
ストローを使つて耐震体験
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静岡県ガールスカウト誕生
70周年記念キヤンプ写真・グッズ展示

今年もクラフト大好評
SCAPPコーナー

31団おりがみプロジェクト
これができれば国際交流はOKI

「そなえよつねに」
防災の知識はジャマにはならない

※次年度は2019年 11月 24日 (日 )に予定されています。

ルスカウトしずおか
voLl1 7 201 9年 13月 う暗行
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国 際 理 解 研 修 会  10月 14日 男女共同参画センターあざれあ _」
行きたいと思うワールドセンター (ksaf‖ (ク サフイリ)を除く)を選び、交通手段、費用、国情などを調べ、

発表し情報を共有しました。また、 UKに あるワールドセンターの 1つ、パックスロッジを訪問した愛知県連盟

の春日智子トレイナーをお招きして、派遣報告を聴きました。

ジュニア研修会 12月 22日～23日
焼津青少年の家

1  東音「 SNS勉強会 12月 15日     I
t___…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…ⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢⅢ口._.¨_¨:三塁l111目:L:i:」 :皇.¨J
これでできちゃうの

'《
紙での作成初心者さん》と《スマホで作る挑戦者さん》の2部構成でチラン作り !

参加者20名 (う ち半数が両参加)と 内容濃い1日 の勉強会にて簡単に作成出来る最新情報を学びました。
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10月 28日  県音少年会館
VAVリ ーダー事前研修会

2018年度新聞報道あれこれ

ガールスカウト70周年キャンプ

●代の動層晏で
'ァ
ッシコンショーを行うメンバー
‐11日午■.●口幅 区薔,1の■民の職

差別や暴力から自分と友達を守るプログラム
Voices Against Violence(VAV)研 修会

日本連盟主催のVAV指導者研修会
が開催され、一般の方を含め、20

人の受講がありました。勇気と思

いやりをもって、人と自分の人権

を守れるように協力していきたい

です。

《参加リーダー感想より》

1

ガールスカウトをメディアで発信しよう !

～記者にこっそり聞いた、新聞に取り上げられる●夕らコツ～

ポイント1

新聞社力記事にしてくれそうな

「ネタ」をとにかく考える。

小さな活動の中にも、どこかに

「つかみどころ」があるもの。

取材依頼は、「ブレスリリース」を作り、新聞社等へ発信。

FAXや メールでOKですが直接出向くと誠意が伝わります。
取材にきてくれたらしっかり対応。記者が必要とする情報を明

確に提供。 今後の取材依頼などを見据え、名刺をいただいて、
記事掲載後にお礼メールを送るのもいいですね。

==某メデイアで20年近 く働 く編集者に聞きました==

ポイント3
~地
域の策 麟 央に役立つ取り組

み」は記事になりやすい。地域の

活動への参カス他団体とのコラボ、

講師晉は 国際交流 体験集会な

ども。

ポイント4
メディアは「節目」「初めて・最

初・初物」が好き。

周年事業などあらかじめ二程

がわかるものは、早めにアフ

ローチ.

.´

10月 の事前研修会を受講したVAVリ ーダーが、スカウ

トたちに向けVAVブログラムを実践。スカウトにジェ
ンダーの平等についての考え方を身に付ける研修会を

しました。

《VAVリ ーダー感想》難しいテーマですが、理解する

こと・人に伝えることでは大きな差があります。大事

なテーマなので努力を続けていきたいです。 ((vAV,i / i)

ポイント2

ガールスカウトがそんなことする

の
'と
いうような「1妙‖句をアビー

ル。「女の子ならでは」から「女のヱ

だからこそ」とストロングポイン は`

いっぱい |

http://www.at-s.com/news/article/information/319376.htm1

http://www.chunichi.co.jp/ref erence/infodesk. html

今年度新聞報道された「静岡県のガールスカウト」を一挙公開。

掲載にあたり、発行元かり著作物使用許可をいただきました。

とびうお杯全国少年少女水泳競技大会

〔中日新聞8月 5日 朝刊掲載〕

情報提供

こちらヘ

■静岡新聞

■中日新聞
または朝刊地域版に掲載の各支局

アー トをテーマにマルシェ あそびの広場～スカウトまつり～   ガールスカウトシティにようこそ
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〔静岡新聞8月 12日朝刊掲載〕 (中 日新聞8月 11日 朝刊掲載〕 〔静岡新聞5月 25日 朝刊掲載〕 (静岡新聞11月 27日朝刊掲載〕

パ トロールシステムを通 してチームワークを身に付け基本

的な技術を学びました。今年は、レンジャーサポー トが加

わり、ジュニアのロールモデルとして活躍 してくれました。

今後の活動に期待 します !《担当 トレイナーより》
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11月 10日～11日 県青少年会館
シニア・レンジャーVAV研修会/

VAVリ ーダー研修会 (実践編)
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12月 22日～23日

男女共同参画センターあざれあ

日本連盟主催VAV指導者研修会
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VAVリ ーダー事前研修会を県連エ
催で開催 しました。

VAVリ ーダーが研鑽を積み、11月

のシニア・レンジャー研修会に張

り切って挑みます。

アートをテーマにマルシェ薔沓1縣ユ黒雪
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〔静岡新聞1月 23日朝刊掲載〕



静岡協議会の活動       11月 23日

ガールスカウトフェスタ sBsマイホームセン

SBSマ イホームセンターにて体験コーナーを開催 しました。
ロープやテント・寝袋体験、スカウトのお店やさんと大変賑わいました。

東部 リーダー会

秋の五感 inみ しま

11月 18日

楽寿園・菰池公園・白滝公園

団永続章

おめでとうございます

25周年 108団

40周年 6団・85団

50周年 37団

60周年 25団

2019年 3月 10日

浜松城公園

おやこで
^。

チャレンシ

三島街中の楽寿園・菰池公園・白滝公園をまわり、五感を使って秋の自然を感じなが

らガールスカウトを知ってもらうイベントを開催 しました。お父さん達の参加も多

数あり、約2∞人の参加者が街中の公園をウォーキングした日となりました。

■―′ιスカウトの構術が

壁上型三霊ell覇

スタン■つリーτ

生●●力を■につけさう′

2010年

3月 壕0日 (理 ) 10:00～ 15:00
浜松城公圏とその周辺 爾質中止
受付 10:00～ 中央

=生
広● 1鷹
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入口縛遺

～おやこでチャレンジ～

浜松城へ行こう !

へ行 こ浜 松

●

スタンプラリーで生きる力を身につけよう !

～ガールスカウトの技術は、防災・減災に活きる !～

9月 30日 予定だった「浜松城へ行こう!」 が開催されます。

親子で体験。誰でも参加できます !

どのポイントからでも参加OKI

全部回れなくても、参加賞あります♪

先着500名 です)

家族の人と、お友だちと、浜松城公園に遊びに来てねυ

家康くんにも会えるかも !?
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編集後記 :平成最後となる静岡県内各地のガールスカウト活動を紹介させていただきました。ご家族 。お知り合いの方、みなさまでご覧ください。

今後ともスカウトを育てるためのご支援よろしくお願いいたします。

鱚
会員募集中 !

最新情報はこちらか

ご支援については

こちらから
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ガールスカウトしずおか第117号  発行部数2′ 500部
発行 :一般社団法人ガールスカウト静岡県連盟編集 :情報委員会

静岡市葵区田町1‐ 70‐1電話054-252‐ 4840 F A X054‐ 273-7167

■lH P    http://www.girlscout― shizuoka.jp/

■Facebook htps://wwLfacebookocom/GS.Shizuoka/

■ E mail  infO@girlSCOutShizuoka.jp
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